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寒渓村：kangke no ke，kangke no hanasi，nihongo，寒渓泰雅語



























































1　宜蘭クレオールによる会話の一斑を掲げる。話者は，高年層 A・B（男性 1931年生まれ・女性 1933年生まれ）と高
校生 C（男性 1995年生まれ）である。なお，表記は台湾行政院原住民族委員会と教育部が 2005年 12月に公布した原
住民族言語表記法に従う。




B：minna onci umah umah ha raran
（みんな，私たち，除草，除草，え，昔）
C：nani uyeteru？（何を植えてた？）
B：ima ga nay mo（今はない，もう。）
C：raran ga nani no mono（昔は何を。）

















































≪子音≫　 ／p, t, d, k, ’, c, b, s, z, x, g, h, m, n, ng, l, r, w, y／で，
そのうち，／’, c, b, g, ng／ はそれぞれ［㷊, ts, 㸥, , ŋ］である。































（2）anta wakaru are icu ngasal kuru no（あなたは彼がいつ家に来るか分かる ?）

















lukus haku 服を着る posa lukus
mongpey haku ズボンを穿く posa mongpey
kucyu haku 靴を履く posa kucyu
bosi haku 帽子をかぶる posa bosi
tokey haku 時計をつける posa tokey
king haku 指輪をはめる posa king
6.2　意味の変化《》
otokoという語が，「男」であり，「夫」であり，かつ「オス」の意味にもなっている。ア
タヤル語の ti-ngan（家畜類の雄）も tohok（野生類の雄）もすべて otokoに収斂しているの
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otoko no hoying 雄犬 likuy hoying
otoko no welung 雄鶏 ti-ngan welung




















































（6）are lela ga sensey cigo.　（彼は先生じゃなかった。）





（8） lela ga iyat sensi hiya.
かつて トピックマーカー 否定詞 先生 三人称代名詞
（彼は先生じゃなかった。）
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（6）と（8）を対照すると，宜蘭クレオールでは，アタヤル語 C’uli’ 方言と同様に lelaとい
う時間副詞を用いて過去テンスが表されていることが分かる。宜蘭地域のアタヤル語と宜蘭
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Abstract: As a result of Japan’s wartime occupation, language contact between the Japa-
nese language and local languages in the Pacific Rim has occurred over the course of a 
number of years and, consequently, is responsible for various types of language change in 
this area. In Taiwan, for example, contact between Atayal and Japanese has produced a 
little known language variety spoken by indigenous residents living in Yilan County in 
Eastern Taiwan. We have named this variety ‘Yilan Creole’. As a part of an interim report 
on our research, the present paper attempts to clarify the socio-historical background and 
the linguistic nature of ‘Yilan Creole’. We hope these attempts will serve as a basis for es-
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基幹型共同研究プロジェクト「日本語変種とクレオールの形成過程」
プロジェクトリーダー　真田信治（奈良大学　文学部　教授 ／ 国立国語研究所　時空間変
異研究系　客員教授）
プロジェクトの概要
アジア・太平洋の各地には，戦前・戦中に日本語を習得し，現在もその日本語能力を維持
する人々が数多く存在する。特に台湾やミクロネシアなどでは，母語を異にする人々の間で
のリンガフランカとして用いられ続けている。また，台湾宜蘭県の一部には，日本語を上層
とするクレオールが形成されている。本プロジェクトでは，これらの地域（台湾・パラオ・
マリアナ諸島・サハリン・中国東北部など）を対象としたフィールドワークによって，現地
での日本語変種，およびクレオールの記述・記録を行い，海外における日本語を交えた異言
語接触による言語変種の形成過程，ならびにそこに介在した社会的な背景を究明する。
